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松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

愛称 テクノ21 4/9(4) 小金原にオープン

松戸地域職業訓練センター( テ

クノ21) は、地域で働く人たちが

必要とする各種職業訓練を行うた

めの施設です。

また、市民の皆さんに職業能力

開発に関わる学習機会を提供する

ことで、地域の発展に貢献するこ

とも目的としています。

※北小金駅から 徒歩15分

働く人を応援します

セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
業
主
や

事
業
主
の
団
体
が
各
種
職
業
訓

練
を
行
う
施
設
の
提
供
の
ほ
か

、

市
民
の

職
業
能
力
開
発
に
関
わ

る
各
種
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

事

業

の

概

要

受
託
事
業
…
事
業
主
・
事
業

主
の
団
体
の

皆
さ
ん
が
必
要
と

し
て
い
る
、従
業
員
の
職
業
能
力

の
開
発
・
向
上
を
目
的
に
し
た

各
種
教
育
訓
練
を
企
画
・
実
施

し
ま
す
。

相
談
援
助
…
教
育
訓
練
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
、
講
師
の
紹

介
な
ど
に
つ
い
て
の

相
談
・
援

助
を
行
い
ま
す
。

施
設
の
提
供
…
職
業
訓
練
の

ほ
か

、
会
議
や

講
習
の

会
場
や
、

情
報
交
換
・
交
流
の
場
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン

(
秋
以
降
に

設
置
)
・
ビ
デ
オ
の

利
用
も
で

き
ま
す
。

講
座
の
開
設
…
市
民
生
活
の

充
実
や
、
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し

を
作
り
出
す
た
め
、
職
業
能
力

開
発
に
関
わ
る
各
種
講
座
を
開

設
し
ま
す
。

松
戸

共
同
職
業
訓
練

協
会

会
員

を
募

集

セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
職
業

訓
練
法
人
・
松
戸
共
同
職
業
訓

練
協
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

年
会
費
は
、
事
業
主
の
団
体

が
一
口
五
万
円
、
事
業
主
が
一

口
三
万
円
(
入
会
金
無
料
)で

す

。会
員
の
特
典
と
し
て

は
、
施

設
利
用
の
申
し
込
み
を
三
ヵ
月

前
二

般
は
1
ヵ
月
前
)
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。

ま
た
、
使
用
料
金
も
左
表
の

と
お
り
、
割
安
に
な
り
ま
す
。

開
館
時
間
・
:午
前
9

時
~
午

後
9
時

休
館
日
…
毎
週
木
曜
日
、
年

末
年
始
(
1
2月
2
9日
～
1
月
3

日
)

黯
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
〔
㈱
松
戸
共
同
職
業
訓
練
協

会
〕
容
4
9
-
3
2
0
0番

各
種
講
座
(

申
し
込
み
は
直
接
セ
ン
タ
ー
へ
)

講 座 名 実 施 日 時 定 員 受 講 料

日商簿記3 級受験

講座

○前期5 月11日~7 月16日

○後期10月5 日~12月14日

毎週火・金曜日、午前9 時30分~11時30分と午

後6 時30分~8 時30分の2 コース( 各計20回)

前・後期

各20人
各20,000円

宅地建物取引主任

者資格取得講座

5月7 日~7 月14日の毎週月・水・金曜日、午後

6時30分~9 時( 計30回)
25人 40,000円

日常英会話初級
5月12日~7 月28日の毎週水曜日、午前10時~

11時30分( 計12回)
各20人 各15,000円

日常英会話中級
5月14日~7 月30日の毎週金曜日、午後7 時~

8時30分( 計12回)

日本画初心者入門

講座

〇前期5 月18日~10月19日

○後期11月2 日~3 月15日

毎週第1 ・第3 火曜日、午前10時~正千

前・後期

各15人

各27,oa〕円

(材料費込み)

日曜大工講座
5月9 日 から1 年間、毎月第2 ・第3 日曜日、

午前9 時~正午
40人

月2,500円

(道具・材料費

は実費)

使用 料金 表( 会員の 場 合)

※会員以外は10割加算になります

/
面積

(m2)

定員

(人)

料 金( 消費税込 み・単位 二円)

午前9時~正午 午後1時~5時 午後6時~9時

第1教室 42.9 24 1,500 2,000 2,000

第2教室 51.9 28 1,800 2,400 2,400

第3教室 77.8 43 2,700 3,600 3,600

第4教室 84.77 60 2,900 3,900 3,900

OA 教室 82.68 20 3,000 4,000 4,000

実 習 室 201.6 - 1,400 1,800 1,800

第2~4教室 214.47131 7,400 9,900 9.900

わ

た

し

の

夢

藤沢美由紀さん（六実小学校4年)

私の夢は、作家になることです。

それも、世界をかけめぐる作家になりたい

です。本を読むことや文章を書くことがとて

も好きなので、いろいろな人に読んでもらえ

る作品を作りたいです。

世界をかけめぐる作家になりたい美由 紀さん

広

報

ま

つ

ど

が

紙

面

刷

新

広
報
ま
つ
ど
は
、
4
月
5
日
号
か
ら
紙
面
を
刷
新
し
ま
し
た
。

読
み
や
す
く
、
よ
り
身
近
な
紙
面
に
な

る
よ

う
、
カ
ラ
ー
化
・

増
ペ
ー
ジ
(
4
月
2
0日
号
以

降
年
六
回
)

を
行
う
ほ
か
、
特
集

面
・
コ
ラ
ム
な
ど
を
充
実
し
ま
す
。

今
後
も
親
し

ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
一
層
の
ご

愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

広い実習室
パソコン等が設置される

OA 教室
多目的に使える一般教室



宮闕市長は、3 月定例市議会初

日の3 月4 日、新年度の施政方針

を発表しました。

その概要をお知らせします。

黯企画課

本
市
が
市
制
を
施
行
し
た
の

は
、
今
か
ら
五
十
年
前
の
昭
和

1
8年
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
最

中
で
し
た
。
以
来
半
世
紀
、
激

動
の
歴
史
を
刻
ん
だ
歳
月
が
流

れ
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
戦

後
の
食
糧
供
給
や

新
学
制
に
よ
る
学

校
建
設
、
高
度
経

済
成
長
に
伴
う
人

口
急
増
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
財
政
危
機
な

ど
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
の
連

続
で
し
た
。
現
在
で
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
を
切
り
抜
け

、
長

期
構
想
に

掲
げ
た
理
想
の

都
市

像
の
実
現
に
向
け
て
、
計
画
行

政
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
の

経
済
情
勢
を
見
て
み

る
と
、
景
気
は
依
然
と
し
て
低

迷
し
て
お
り

、
資
産
価
値
の
下

落
も
相
ま
っ
て
厳
し
い
局
面
で

す
。
国
の
予

算
案
も
、
前

年
度

に
比
べ
〇
・
二
%

増
と

、
極
め

て

低
い
伸
び
率
で
し
た

。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で

予

算
編
成
に
当
た
っ
た

結
果
、
新

年
度
の
一

般
会
計
予
算
は
総
額

で

千
百
九
十
九
億
八
千
万
円
、

前
年
度
当
初
比
で
四

・
一
%

の

増
で
し
た

。
新
年
度
が
第
四
次

総
合
五
か

年
計
画
の

最
終
年
で

す
の
で

、
計
画
事
業
の

遂
行
を

第
一
と
し
つ
つ

、
市
制
施
行
五

十
周
年
記
念
に
向
け
て

続
々
と

オ
ー
プ
ン
す
る

各
施
設
の
、
円

滑
な
運
用
な
ど

に
も
十
分
配
慮

し
た
予
算
と
し

ま
し
た
。

第

四
次

総

合
五
か

年

計
画

〔
松
戸
わ
が
ま
ち
プ
ラ
ン

〕
の

体
系
に
沿
っ
て

、
新
年
度
の
主

要
な
施
策
に
つ
い
て
説
明
し

ま

す
。

平
成
5
年
度
予
算

計
画
事
業
の
遂
行
に
配
慮

老
人
保
健
福
祉
計
画
を
策
定

-
市
民
福
祉
都
市
を
め
ざ
し
て
I

10月にオーブンする福祉医療センタ ー( 完成予想図)

▽
老
人
保
健
福
祉
計
画
=
・
市
民

や
学
識
経
験
者
な
ど
で

構
成

さ
れ
て
い

る
懇
談
会
、
市
役

所
内
で

組
織
し
て
い

る
策
定

委
員
会
で

検
討
し
、
新
年
度

内
に
計
画
を
公
表
し
ま
す
。

マ
福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
の

開
設

…
保
健
・
福
祉
と
連
携
し
た

医
療
を
実
践
す
る
た
め
、
病

院
と
老
人

保
健
施
設
か
ら
で

き
て
い

ま
す
。
今
年
1
0月
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

、
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

マ
保
健
セ
ン

タ
ー
の

開
設
・
:今

年
4

月
に
は
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
、
1
2月
に
は

小
金
保
健
セ
ン
タ
ー
を
、
北
小

金
駅
前
再
開
発
ビ
ル
内
に
開

設
の

予
定
で
す
。

▽
健
康
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
…
健
康

づ
く
り
推
進
の
た
め

、
医
療

機
関
マ
ッ
プ
と
合
わ
せ
て
新

年
度
中
に
作
成
し

、
市
民
の

皆
さ
ん
に
配
布
し
ま
す
。

市
立

病
院
の
施
設
整
備
・
:施

設
や
医
療
機
器
を
整
備
し
、

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
事

務
の
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

マ
老
人
福
祉
対
策
…
高
齢
者
の

増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
県

内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ニ

カ

所
に

建

設
費

を
助

成

し
、
本
市
の
入
所
枠
の

確
保

に
努
め
ま
す
。
老
人
福
祉
施

設
の
建
設
費
助
成
の
充
実
も

図
っ
て
い
き
ま
す
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
…
虚
弱

老
人
を

対
象
に
し

た
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
拡
充
や
シ
ョ

ー
ト

ス
テ
イ

、
ミ
ド
ル
ス
テ
イ
の

入
所
枠
を
拡
大
し
ま
す
。
ね

た
き
り
老
人
や
身
体
障
害
者

な
ど
の
た
め
、
移
動
入
浴
車

の
派
遣
回
数
を
増
や
し
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
増
員
に

よ

る
サ

ー
ビ
ス
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す

。

心
身
障
害
者
福
祉
対

策
…
新

た
に

在
宅
身
体
障
害
者
を
対

象
と
し
た
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を

導
入
し
ま
す
。
心
身

障
害
者

を
介
護
し
て
い
る
家
族
の

負

担
軽

減
の
た
め
、
一
時
保
護

制
度
を
見
直
し

、
利
用
促
進

に

努
め
ま
す
。

リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー
の

購
入
に
対
す
る
助
成
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
枚
数
や

自
動
車
燃
料
助
成
の
拡
大
に

よ
り
、
心
身
障
害
者
の

社
会

参
加
を
一
層
進
め
て
い
き
ま

す
。

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
:
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
中
心
と

し
た
地
域
ぐ
る
み
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
充
実
、
難

病
者
援
護
で
の
対
象
疾
患
の

追
加
、
緊
急
通
報
装
置
の
増

設
、
各
種
福
祉
手
当
の
引
き

上
げ
な
ど
、
福
祉
の
充
実
に

配
慮
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
…
医
療

費
の
増
大
に
よ
り
、
今
年
度

は
保
険
料
の
値
上
げ
を
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
が
、
葬
祭
費

の
給
付
に
つ
い
て
は
、
増
額

を
図
り
ま
す
。

市
制
五
十
周
年
記
念
事
業
を
実
施

-
市
民
文
化
都
市
を
め
ざ
し
て
I

▽
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
事

業
…
4
月
に
予
定
し
て
い
る

記
念
式
典
を
は
じ
め
と
し
て

、

春
・
夏
・
秋
の

各
季

節
に
応

じ
、
緑
や
水
・
文
化
を
中
心

に
し
た
市
民
参
加
型
の
多
彩

な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
行
つ

て
い
き
ま
す
。

▽
博
物
館
の
開
設
:
市
の
歴
史

を
、
庶
民
の
生
活
を
通
し
て

展
示
す
る
常
設
展
示
場
を
中

心
に
、
古
文
書
講
座
の
開
催

な
ど
、「
見
て
・
ふ
れ
て
・
学

べ
る
」
幅
広
い

博
物
館
活
動

を
進
め
て
い

き
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
時
に
は
屋
外
展
示
場
を

利
用
し
て

「
縄
文
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

マ
文
化
会
館
の
開
設
・
=「
森
の

ホ
ー
ル
2
1」
と
い
う
愛
称
で

1
1
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

内
外
の
優
れ
た
芸
術
文
化
の

鑑
賞
や

、
市
民
の

文
化
活
動

の

拠
点
と
な
る
よ
う
、
大
小

二
つ
の
ホ

ー
ル

の
ほ
か
、
情

報
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
、
各

種
文
化
活
動
の
支
援
や
文
化

情
報
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

▽
文
化
ホ
ー
ル
・
戸
定
歴
史
館

の
特
別
展
…
文
化
ホ
ー
ル
で

は

「
南
極
の
素

顔
」
、
戸
定

歴
史
館
で
は
、
徳
川
昭
武
公

を
中
心
と
し
た
「
遣
仏
使
節

団
」
を
そ
れ
ぞ
れ
予
定
し
て

い
ま
す
。

▽
音
楽
ホ
ー
ル

の
建
設
…
新
年

度
上
期
に
建
設
工
事
を
始
め
、

一
日

も
早
く
市
民
の
皆
さ
ん

に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
ま
す
。

▽
学
校
生
活
へ
の

適
応
指
導
教

室
…
精
神
的
要
因
な
ど
で

、

集
団
生
活
に
う
ま
く
適
応
で

き
な
い
児
童
生
徒
の
不
登
校

を
解
消
す
る
た
め
設
置
し
ま

す
。

マ
中
学
校
給
食
…
新
た
に

六
校

で
開
始
す
る
ほ
か
、
平
成
7

年
4
月
の
全
校
実
施
に

向
け

て

、
六

校
で
給
食
施
設
の
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

マ
学
校
施
設
の
整
備
・
:二
中
と

四
中
で

体
育
館
の
改
築
工
事

に
入
り
ま
す
。
小
・
中
学
校

の

大
規

模

改

造
に

つ

い
て

も
、
積
極
的
に
取
り

組
み
ま

す
。

マ
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ワ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

祭
…
1
1月
に
千
葉
県

各
地
を
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
本
市
で
は
二
十
一

世
紀

の

森
と

広
場

を

会
場

に

、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ

を

行
い
ま
す
。

マ
国
際
交
流
…
中
国
や
韓
国
の

中
学

生

を
本

市
に

招

待
し

て

、
バ
ス

ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル

大

会
を
開
催
し

、
相
互
理
解
と

友
好
を
深
め
ま
す
。

新たに6 つの中 学校で行われる給食( 栗ヶ沢中学校で撮影)

中
小
企
業
融
資
制
度
を
一
部
変
更

経
済
変
動
対
策
資
金
を
新
設
し
ま
し
た

市
で
は
、
中
小
企
業
者
の
振

興
育
成
を
図
る
た
め
、
中
小
企

業
融
資
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。4

月
か
ら
経
済
変
動
対
策
資

金
を
新
設
し
た
り
、
一
部
資
金

の
融
資
限
度
額
や
金
利
を
変
更

す
る
な
ど
、
中
小
企
業
者
の
一

層
の
利
便
を
図
り
ま
し
た

。

ま
た
、
小
企
業
者
等
緊

急
つ

な
ぎ
資
金
の
内
容
も
変
わ
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

蠢
商
工

課
振
興
係

中 小 企 業 融 資 制 度 の 変 更

資 金 名
限度額( 万円) 返済期間 利子補給率

変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後

運 転 資 金 500 2,000 3年 5年 年1.26% 年3.0%

設 抛 資 金 1,000 3,000 Z年 年1.26% 年3.0%

小売商業経営安定化資金 500 2,00{〕 3年 5年 年3.26% 年3.6%

小売商業設備近代化資金 1,000 3,000 7 年 年3.26% 年3.6%

(新設)

経済変動対策資金( 運転)
- 2,000 - 5年 - 年3.796

※経済変動対策資金…対象は最近3 ヵ月の平均売上高が前年同期比20% 以上減少、または

最近6 ヵ月間の平均売上高が前年同期比15% 以上減少している業者。申し込みは平成6

年3 月31日まで

早期貸し付け
(随時受付) の変更

金利の変更

変更前 変更後

1 資金

350万円

以内

1資金

450万円

以内

変 更 前 変 更 後

1年以内 年5.1%

3年以内 年5.5%

7年以内 年5.9%

7年超 年6.1*

1年以内 年4.7*

5年以内 年5.0%

7年以内 年5.2%

7年超 年5.4%

小企業者等緊急つなぎ資金の変更

卜 変 更 前 変 更 後

融 資 額 50万円 70万円

償還期間 3年 5年

金 利 年5.0% 年3.0%

償還方法
3ヵ月据え置き後33ヵ

月元利均等払い

3ヵ月据え置き後57ヵ

月元利均等払い



広報まつ

ど

プ993 年(平成5 年)4 月5 日

平成5 年度 施政方針
第４次総合５か年計画の

商
工
業
の
活
性
化
と
景
気
対
策

-
活
力
生
活
都
市
を
め
ざ
し
て

▽
商
工
業
…
融
資
制
度
や
利
子

補
給
制
度
の
大
幅
な
拡
充
を

行
い
、
事
業
の
活
性
化
や
景

気
へ
の
配
慮
を
図
り
ま
す
。

▽
北
小
金
駅
南
口
地
区
の
商
業

環
境
対
策
…
商
業
環
境
の
変

化
は
、
地
元
事
業
者
の
経
営

に
か
か
わ
る
重
大
事
で
す
の

で
、
必
要

な
支
援
を
し
て
い

き
ま
す
。

▽
農
業
:
生

産
緑
地
の
保
全
を

は
じ
め
、
都
市
型
農
業
の

育

成
、
生
産
性
の
向
上
、
経
営

の
近
代
化
な
ど
に
つ
い
て

、

各
種
助
成
措
置
を
講
じ
ま
す
。

▽
消
費
者
施
策
・
:消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
を
移
転
・
拡
張
し
、

相
談
窓
口
の
充
実
、
生
活
情

報
の
提
供
な
ど
、
セ
ン
タ
ー

機
能
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

▽
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
の

開
設
…
4

月
9
日
に
小
金
原

に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
運
営

費
の
助
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
普
通
郵
便
局
の
設
置
・・・
常
盤

平
を
中
心
と
し
た
地
区
に
、

本
市
で

三
局
目
の
普
通
郵
便

局
の
設
置
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

新
た
な
都
市
計
画
を
検
討

-
自
立
安
全
都
市
を
め
ざ
し
て
I

マ
用

途
地
域
の

変
更
・
:都
市
計

画
法
の
改
正
に

伴
う
用
途
地

域
の
変
更
に
向
け

、
市
街
化

区
域
内
を
対
象
と
し
て
現
況

調
査
や
解
析
評
価
調
査
を
行

い

、
準
備
を
整
え
て
い
き
ま

す
。

マ
北
小
金
南
口
地
区
再
開
発
事

業
・
:今
年
1
2月
に
再
開
発
ビ

ル
の
西
棟
と
北
棟
が
、
平
成

6
年
春
に
は
東
棟
が
そ
れ
ぞ

れ
完
成
す
る
予
定
で
す
。
西

棟
に
は
地
元

商
店
街
と
小
金

支
所
が
移
転
し
、
小
金
保
健

セ
ン
タ
ー
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

▽
街
路
整
備
・
:都
市
計
画
道
路

3
・
3
・
7

号
線
に
つ
い
て

は

、
本
市
の
南
北
を
縦
断
す

る
重
点
整
備
街
路
と
し
、
エ

事
を
進
め
ま
す
。
五
香
の
立

体
交
差
は
、
新
年
度
中
に
エ

事
に
着
手
で

き
る
見
込
み
で

す
。
根
本
橋
や
登
校
橋
、
獅

子

舞

橋
の

架

け
替

え

な
ど

は

、
国
や
県
に
早
期
完
成
を

要

請
し
ま
す
。

マ
地
下

鉄
十
一
号
線
の
松
戸
延

伸
…
早
期
開
通
を
目
指
し
、

帝
都
高
速
度
交
通
営
団
や
、

大
蔵

省
、
運
輸
省
な
ど
の
関

係
機
関
に
対
し
て
、
引
き
続

き
働
き
掛
け
ま
す

。

▽
バ
ス
交
通
・
:二
十
一
世
紀
の

森
と
広
場
の

オ
ー
プ
ン
に

合

わ
せ

、
小
金
原
・
八
柱
間
の

新
路
線
が
、
4
月
下
旬
に
開

通
す
る
予
定
で
す

。

▽
治
水
対
策
・
:国
分
川
分
水
路

に
つ
い
て

は
、
不
幸
な
事
故

を
乗
り
越
え
、
平
成
6

年
春

に
は

、
和
名
ヶ
谷
、
柳
原
水

門
間
の
通
水
が
開
始
で

き
る

見
込
み
で

す
。

北
千
葉
導
水
路
に
つ
い
て

は
、
流
量
調
整
河
川
と
し
て

平
成
7

年
に

通
水
が
開
始
さ

れ
る
予
定
で

、
内
水
排
除
、

河
川
水
質
浄
化

、
都
市
用
水

の

確
保
な
ど
が
達
成
で

き
る

よ
う
に
な
り
ま
す

。

松
戸
排
水
機
場
の
排
水
能

力
増
強
工

事
は

新
年
度
か
ら

始
ま
り
、
樋
野
口
排
水
機
場

の
樋

管
と
排
水
能
力
の
増
強

工

事
は
、
完
成
も
間
近
で

す
。

排

水
路

整
備
に

つ
い

て

は
、
松
飛
台
、
松
戸
新
田
、

大
金
平
、
元
山
駅
周
辺
な
ど

の
整
備
を
進
め
、
雨
水
貯
留

施
設
に
つ
い
て
も
、
五
香
六

実
地
区
に
完
成
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

▽
消
防
・
救
急
体
制
:
八

ヶ
崎

地
区
に

消
防
分
署
を
設
置
す

る
た
め
の

準
備
工
事
を
進
め

ま
す
。
消
防
団
の
器
具
置
き

場
の
改
修
は

、
新
年
度
七
力

所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

救

急
救
命
士
の

養
成
、
消

防
車
両
な
ど
の
整
備
、
耐
震

性
貯
水
槽
の

設
置
、
学
校
プ

ー
ル

か

ら
の

吸

水
装

置
な

ど
、
消
防
・
救
急
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

マ
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
・
:車

道
に

高
輝
度
反
射
板
を
設
置

す
る
ほ
か
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー

の

増
設
、
防
犯
灯
設
置
へ
の

助
成
の
充
実
な
ど
、
き
め
細

か
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

マ
市
民
憲
章
・
:制
定
委
員
会
の

答
申
を
受
け
て
、
五
十
周
年

の
節
目
の
4

月
1

日
に
制
定

す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

▽
平
和
事
業
・
:基
本
財
産
一
億

円
の
平
和
基
金
を
創
設
し
、

各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

マ
女
性
施
策
・
:女
性
施
策
の
総

合
的
・
計
画
的
推
進
の
た
め
、

意
識
調
査
を
実
施
し
、
第
二

次
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

▽
干
葉
大
学
農
揚
移
転
跡
地
…

国
か
ら
の

払
い
下
げ
を
受
け

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
体
育
館

の
建
設
に

併
せ
、
県
立
西
部

防
災
セ
ン

タ
ー
の
建
設
や
松

戸
警
察
署
の
移
転
に
向
け
、

努
力
し
ま
す
。

▽
広
報
ま
つ
ど
…
行
政
情
報
量

の
増
大
へ
の
対
応
と
、
市
民

に

親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り

を
目

指
し
、
ペ
ー
ジ
を
増
や

し
、
一
部
カ
ラ
ー
化
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

も
、

同
様
に
一
部
カ
ラ

ー
化
し
ま

す
。

マ
組
織
・
定
数
関
係
…
文
化
会

館
の
開
設
に

合
わ
せ
た
文
化

振
興
財
団
の

組
織
強
化
や

。

「
川

を

き

れ
い

に

す
る

条

例
」
推
進
本
部
に
伴
う
新
組

織
の
設
置
な
ど
、
諸
々
の

事

務
の
見
直
し
を
図
り
、
適
正

な
職
員
配
置
に
努
め
ま
す
。

二

十

一

世

紀

の

松

戸

市

を

見

つ

め

て

積
年
の
大
き
な
課
題
で
あ

っ
た
治
水
事
業
や
各
種
文
化

施
設
、
和
名
ヶ
谷
ク
リ

ー
ン

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
大
型

事
業

は
、
平
成
8

年
度
ま
で
に
完

成
の
域
に

達
し
ま
す
。

こ

れ
ら
は
、
長
年
の
準
備
、

国
・
県
と
の
折
衝
の
結
果
達

成
さ
れ
る
も
の
で

、
松
戸
市

に
と
っ
て
画
期
的
な
成
果
と

な
り
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
ら

の
事
業
を
完
遂
さ
せ

る
こ

と

が
、
自
分
の
責
務
で

あ
る
と

思
い

ま
す
。

二
十
一
世
紀
に
向
か
い
、

こ

れ
ら
の
実
績
を
背
景
と
し

て

、
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
施
策
、
つ

ま
り
、
福
祉
、

保
健
医
療
、
文
化

、
ス
ポ
ー

ツ
、
中
小
企
業
の

振
興
な
ど

の
ソ
フ
ト
面
に
こ

れ
ま
で
以

上
に
比
重
を
置
き
、
遂
行
す

る
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
課

題
に
な
る
で

し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た

多
く
の
調
査
を
も
と
に
、
業

務
核

都
市
構
想
を
含
め
た
、

二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い

都
市
計
画
を
策
定
し

、
本
市

の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の

事
業
を
完
遂
す

る
た
め
、
私
は
こ
れ
か
ら
も

市
政
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

計
画
推
進
の
た
め
の
諸
施
策

二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
オ
ー
プ
ン

-
親
緑
快
適
都
市
を
め
ざ
し
て
I

マ
ニ
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
の

開
園
…
4

月
2
9日
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
訪
れ
る
人
々
に

や
す
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
る
、

緑
と
水
に
満
ち
た
空
間
に

な

り
ま
す
。
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー

に
は
、
花
や
緑
の
相
談
室
な

ど
を
設
け
、
自
然
学
習
の
拠

点
と
し
て

、
貴
重
な
自
然
を

守
り
育
て

る
心
を
伝
え
て
い

き
ま
す
。

▽
「
川
を
き
れ
い
に
す

る
条
例
」

推
進
本
部
の
設
置
・
:条
例
の

円
滑
な
推
進
の
た
め
新
た
に

設
置
し
ま
す
。
市
民
・
事
業

者
・
自
治
体
の

連
携
を
密
に

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
す
役

割
を
自
覚
し

、
行
動
で

き
る

よ
う
に
、
各
種
の
活
動
を
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

▽
清
流
復
活
事
業
・
:市
民
に
親

し

ま

れ

る
河
川

に

す
る

た

め
、
新
坂
川

水
系
の
ニ
ッ
木

浄
化
施
設
を
は
じ
め
、
国
分

川
分
水
路
と
坂
川
の
合
流
部

に
建
設
中
の
親
水
広
場
の
修

景
な
ど
、
水
環
境
を
向
上
さ

せ
ま
す
。

マ
ご
み
の
減
量
化
:
徹
底
し
た

廃
棄
物
の
抑
制
や
適
正
処
理

を
目
指
し

、
事
業
系
廃
棄
物

の
実
態
調
査
を
実
施
。
同
時

に
、
従
来
か
ら
の

ご
み

減
量

作
戦
に

併
せ
、
幅
広
く
発
泡

ト
レ
イ
や
紙
パ
ッ
ク
の
回
収

な
ど
、
綿
密
な
減
量
化

、
資

源
化
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

マ
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
・
:平
成
7

年
度
の

稼
働
に

向
け
、
工

事
を
進
め
て
い
く

ほ
か
、
利
便
施
設
や
周
辺
環

境
整
備
に
つ

い
て

も
、
地
元

の
意
向
を
尊
重
し

、
対
策
を

講
じ
て
い
き
ま
す
。

▽
下
水
道
整
備
事
業
・
:新
年
度

に
、
五
か
年
計
画
の
目
標
値

の
普
及
率
五
〇
%

が
達
成
さ

れ
ま
す
。
こ

れ
を
一
つ
の
契

機
と
し
て
、
さ
ら
に

進
め
て

い
き
ま
す

。

母
子
家
庭
な
ど
に
修
学
資
金
を
支
給
し
ま
す

対
象
①
平
成
5

年
4
月
2
日

~
平
成
6

年
3
月
1
日
の
期
間

に
一
番
末
の
児
童
が
満
十
八
歳

に
達
し
た
こ
と
に
よ
り

、
今
ま

で
受
給
し
て
い
た
児
童
扶
養
手

当
や
各
種
公
的
年
金
の
受
給
資

格
が
な
く
な
り
、
全
く
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
母
子

家
庭
な
ど

で
、
児
童

が
高
等
学
校
等
に
在

学
し
て
い
る
場
合
(
厚
生
年
金

な
ど
の

遺
族
年
金
受
給
者
で

、

母
親
に
受
給

資
格
が
あ
る
場
合

は
該
当
し
ま
せ
ん
)

②
平
成
5

年
4

月
2
日
か
ら
平
成
6
年
3

月
1
日
ま
で
の
間
に

、
一
番
末

の
児
童
が
満
十
八
歳
に
達
し
た

の

ち
に

母
子

家

庭
な
ど

に
な

り
、
児
童
扶

養
手
当
法
に
基
づ

く
受
給
要

件
(
年
齢
要
件
は
除

く
)
に
該
当
し
、
児
童
が
高
等

学
校
等
に
在
学
し
て
い
る
場
合

※
「
高
等
学
校
等
」
と
は
学
校

教
育
法
に
基
づ
く

高
等
学
校

・
高

等
専

門
学
校
・
盲
学

校

・
ろ
う
学
校
・
養
護
学
校
・

修
業
年
限
三

年
以
上
の

専
修

学
校
・
各
種
学
校
を
い
い
ま

す
。

※
母
子
家
庭
な
ど
と
は
、
父
親

が
死
亡
、
離
婚
、
重
度
の

障

害
者
、
法
令
に
よ
る
一
年
以

上
の
拘
禁
者
で
あ
っ
た
り
、

ま
た
は
、
子

が
父
親
か
ら
認

知
さ
れ
な
い
な
ど
で
、
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人

を
い
い
ま
す
。

支
給
額
全
部
支
給
=

一
世
帯

(
月
額
)

二
万
円
、
一
部
支
給

=
一
世
帯
（
月
額
)
一
万
三
千
円

支
給
期
間
申
請
が
あ
っ
た
月

の

翌
月
か
ら
そ
の
年
度
の
3

月

ま
で

必
要
書
類
等
在
学
証
明

書
・
申
請
者
名
義
の
市
内
金
融

機
関
通
帳
表
紙
の
コ

ピ

ー
(
郵

便
局
は
不
可
)
・
印
鑑
・
そ
の
他

の

必
要
書
類

受
付
期
間
児
童

が
満
十
八
歳
と
な
る
月
か
ら
平

成
6

年
2
月
2
8日
ま
で

黯

援
護
課
援
護
係

国

民

健

康

保

険

料

の

収

納

員

を

募

集

応
募
期
限
4

月
1
6日
窗
ま
で

対
象
心
身
と
も
に
健
康
で
、
収

納
業
務
に

専
念
で

き
る
人

定

員
若
干

名

担
当
地
区
馬
橋
・

中
和
倉
な
ど

憇
国
民
健
康
保
険
課
保
険
料
収

納
係

パ

ー

ト

看

護

婦

募

集

対
象
看
護
婦
の
資
格
を
持
っ

て
い

る
(
准
看
護
婦
を
除
く
)
五

十
九
歳
く
ら
い
ま
で
の
人

仕

事
の
内
容
各
種
検
診
な
ど
の
看

護
業
務

周
一
健
康
管
理
課
業
務
係

市

職

員

募

集

職
種
・
人
員
行
政

看
護
婦
・

一
人

資
格
昭
和
3
8年
4

月
2

日
以
降
に
生
ま

れ
た
有
資
格
者

で

、
市
内
の
医

療
機
関
に

勤
務

し
て
い
な
い
人

圃
4

月
1
5日
困
ま
で
に
、
必
要

書
類
を
人
事
課
人
事
係
へ

商

工

会

議

所

職

員

募

集

職
種
・
人
員
一
般
事
務
・
若

干

名

資
格
大

学
・
短
大
・
専

門
学
校
を
卒
業
し
た
二
十
五
歳

く
ら
い
ま
で
の
人

圃
履
歴
書
を
持
っ
て
、
商
工
会

議
所
総
務
課
(
0
6
4
-
3
1
1

1
番
)
へ

再開発の進む北小金駅南口地区



市
役
所
の
土
曜
閉
庁

市
役
所
は
、
一
部
の
施
設
を
除
き
、
毎
週
土
曜
日
閉
庁
し
ま
す
。
市
立
病
院
外
来
も
、
毎
週
土
曜
日
は
休
み
ま
す
。

情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル

本

市

の

市

街

化

調

整

区

域

が

監

視

区

域

の

再

指

定

に

現
在
、
市
全
域
が
国
土
利
用

計
画
法
に
よ
る
監
視
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
の
区
域

に
つ
い
て
は
、
指
定
期
間

が
満

了
と
な
っ
た
た
め
、
4
月
1
日

付
け
で
再

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

監
視
区
域
内
で

は
、
区
域
ご

と
の
届
け
出
面
積
以
上
の
土
地

取
引
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に

知
事
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

再
指
定
区
域
松
戸
市
の
市
街

化
調
整
区
域

指
定
期
間
4

月

1
日
~
平

成
8
年
3
月
3
1日

茴
都
市
計
画
課
指
導
係

し
尿

の

く

み

取

り

作

業

記

録

カ

ー

ド

は

見

や

す

い
場

所

へ平
成
5

年
度
の
く
み
取
り
作

業
記
録
カ

ー
ド
(
人
頭
制
)
・

く
み
取
り
伝
票
(
従
量
制
)
を
、

3
月
下
旬
に
発
送
し
ま
し
た
。

カ
ー
ド
や
伝
票
は
、
作
業
員

が
見
や

す
い
場
所
に
出
し
て

お

い
て

く
だ
さ
い
。

世
帯
人

数
の
増
減
・
住
所
変

更
、
下

水
道
や
浄
化
槽
へ

の
切

り
替

え

な
ど

が
あ

り
ま
し

た

ら
、
忘

れ
ず
に

届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
(

住
所
・
人
員
の
異

動
は
、
住
民
登
録
の
届
け
出
と

は
別
で
す
)
。

く
み
取
り
の
要

請
は
、
前
日

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

憇

清
掃
第
二
課
料
金
係

不

動

産

鑑

定

士

に
よ

る

不

動

産

無

料

相

談

会

4
月
8

日
出

午
前
1
0時
~

午

後
4
時

会
場
東
葛
飾
支
庁

蠢
肋
千
葉
県
不
動
産
鑑
定
士
協

会
容
0
4
3
よ
J
-
3
0
4
9

番

最
低
賃
金
が
改
正
に

最 低 賃 金
最低貫金額 発 効

年月日日額(円) 時間額(円)

調 味 料 製 造 業 5、170 647 5.2.28

鉄 鋼 業 5,354 670 5.1.1

一般機械器具製造業 5,275 660 5.1.5

電気機械器具製造業 5,221 653 5.1.24

精密機械器具製造業 5,1

46

644 5.2.13

各 種 商 品 小 売 業 5,020 628 5.2.16

自 動 車 小 売 業 5,193 650 5.1.17

※1 塗 料 製 造 業 4,897 613 1.1.10

※2 千 葉 県 4,607 576 4.10.1

※1 従来の産業別最低賃金( 塗料製造業) は、今後金額
の改定を行いません。

※2 千葉県最低賃金は、上記の産業別最低負金以外の産
業に適用されます。

※次の賃金は、最低賃金の対象から除かれます。

①精 一皆勤手当②通勤手当③家族手当④割増賃金⑤賞
与など臨時に支払われる質金

圈柏労働基準監督咢さ0471-63-0245 番

お

知

ら

せ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
入
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た

平
成
5

年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
入

通
知
書
を
、
4
月

1
日
に
発
送
し
ま
し
た
。

保
険
料
の

納
入
に
は
口
座
振

替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
納
め

る
手
間
が
省
け

、
納
め
忘

れ
も

な
く
な
り
ま

す
。

金
融
機
関
(
郵
便
局
を
除
く
)

へ

、
納
付
書
綴
り
込
み
の

申
し

込
み
書
と
預
金
通
帳
、
銀
行
印

を
持
参
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

市
外
に
口
座
を
お
持
ち
の
人

も
、
松
戸
市
内
に
本
・
支
店
が

あ
る
金
融
機
関
で

あ
れ
ば
利
用

で
き
ま
す
。

難

病

者

援

護

金

の

支

給

対

象

に

一

疾

患

追

加

難
病
療
養
者
に
援
護
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
が
、
4
月
か
ら

「
混
合
性
結
合
組
織
病
」
が
対

象
疾
患
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

壥
し

あ
わ
せ
課
給
付
係

平成5 年度一国民年金保険料

月額保険 料 年間保険料 前納保険料 前納割引額

定 額 10,500円 126,000円 122,960円 3,040円

附加年

金込み
10,900円 130、800円 127,640円 3,160円

蠢
国
民
年
金
屎
保
険
料
係

中
央

保

健

セ
ン

タ

ー
の

建
設

費

の

一

部
は

、「
郵

便

局

の

簡

易

保

険
」

の

資

金

か

ら

融
資

を
受

け
ま
し

た

。

鬩

健

康

管

理

課
{一一
6
6
-
7

4
8
5

番

高

等

学

校

修

学

資

金

・

奨

学

金

の

申

請

受

け

付

け

中

経
済

的

な

理

由
で

子

供

を

高

等

学
校

等

に

就

学
さ

せ

る
こ

と

が

困
難

な

保

護

者
に

、

修

学

資

金

、
奨

学

金

を

給
付

し

ま

す

。

支

給

額
(

月

額
)

公

立

高

校

二

・
二

年
生
)

八

千
二

百

円

、

三

年
生
)
七

千
四

百

円

、
私

立

高

校
一
万

五

千
円

匣
4

月
3
0
日

窗
ま

で
(

土

・
日

曜
日

・

祝
日

を
除

く
)

の

午

前

8

時
3
0
分
~

午

後
5

時
の

間
に

直
接
援
護
課
へ

蠢

援
護

課

援

護

係

労

働

力

調

査

に

ご

協

力

を

労

働

力

調
査

は

国

の

統

計

調

査

の

一
つ

で

、
雇

用

問

題
や

失

業
問

題

の

解
決

に

役

立
て

て

い

ま

す

。

毎

月

、

無
作

為

に

一

部
の

世

帯

を

選

ん

で

実

施

し

て

い

ま

す

。

調

査

員

が
月

末

に
お

伺

い

し

ま
し

た

ら

、

ご

協

力

を
お

願

い

し

ま

す

。

黯

総

務

部

庶
務

課

統

計

係

特

別

児

童

扶

養

手

当

支

払

日

に

つ

い

て

特

別

児
童

扶

養

手

当
は

、
支

払

月

の
1
1
1
1

一
日

が

支

払

日

で

す

が

、
1
1
日

が
金

融

機

関
の

休

業

日

に
当

た

る

場

合
に

は

、
そ

の

直

前
の

営
業

日

が

支

払
日

と

な

り

ま

す

。

※
4

月

は

、
9

日

窗

が
支

払

日

で

す

。

蠢
し

あ

わ

せ

課

給
付

係

心
身

障
害
者
の
方

へ

福
祉
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

鬩
し
あ
わ
せ
課
給
付
係

福

祉

タ

ク

シ

ー

券

心
身
障
害
者
が
、
通
院
等
の

た
め
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用

す
る

場
合
、
そ
の
運
賃
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

常

時
通

院
さ

れ
て
い

る
人

は
、
現
在
お
持
ち
の
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
の
ほ
か
に
、
九
十
枚
の

追
加
交
付
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

※
利
用
の
際
に
は
、
乗
車
時
に

乗
務
員
へ
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

を
渡
す
と
同
時
に
、
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

を
必
ず
提
示
し
て

く
だ
さ
い

身

体

障

害

者

結

婚

祝

い
金

対
象
市
内
在
住
で

、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人

が
結
婚
し
た
場
合

金
額
一
級

~
四
級
=
二
万
円
、
五
級
=

一

万
円
、
六
級
=

五
千
円

千
葉
県
、
県
福
祉
協
会
か
ら

も
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

児

童

扶

養

手

当
4

月

期

分

を

支

給

し

ま

す

4
月
9
日
窗
か
ら
手
当
を
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
回
か
ら
支
給
日

百

日
)
が

金
融
機
関
が
休
み
の
場
合
は
、

直
前
の
金
融
機
関
の
営
業
日
と

な
り
ま
す
。

雙
援
護
課
援
護
係

危

険

物

取

扱

者

試

験

試
験
日
6

月
2
0日
㈲

会
場

日

本
大
学
理
工

学
部
(
船
橋
市

習
志
野
台
)

種
類
甲
類
、
乙

類
全
類
、
丙
種

受
付
期
間
4

月
2
0日
㈹
~
2
3日
窗

茴
松
戸
市
危
険
物
安
全
協
会
事

務
局
(
市

消
防

局
内
)
昔
6
3
-

-
1
1
1

番
へ

心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料

助
成
量
を
改
定

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

軽
自
動
車

普

通

車

車

種

月
1
5

l 月
1

5
l

月
2
0
l

日-

月
2
0
l

月
2
0
l

月
2
5
l

新

心

身

障

害

児
(
者
)
一

時

介

護

料

を

助

成

し

ま

す

。

対

象
二
十
歳
未
満
の
身
体
障

害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
、
福
祉
施
設
等
に
入

所
し
て
い
る
人
を
、介
護
入

個

人
(
配
偶
者
、
親
族
を
除
く
)
・

福
祉
施
設
〕
に

預
け
て
費
用
を

支
払
っ
た
場
合

助
成
額
二

胯

間
以
内
=

千
四
百
円
、
四
時
間

未
満
=
二
千
八
百
円
、
四
時
間

以
上
=

五
千
三
百
円
(

年
間
限

度
額
五
万
円
)
、
介
護
証
明
手

数

料
=
五
百
円

心

身

障

害

児

の

①

入

学

祝

い
金

②

就

職

支

度

金

対
象
①
今
年
小

学
校
に
入
学

す
る
身
体
障
害
者
手

帳
四
級
以

上
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
児
童
の
保
護
者
②

身
体
障
害
者
手
帳
四
級
以
上
ま

た
は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
人
で
、
中
学
校
、
高
校
、
盲
・

ろ

う
・
養
護
学
校
を
卒
業
し
た

人

、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
学
校

を
卒
業
後
、
引
き
続
き
公
共
職

業
訓
練
施
設
で
の
研
修
を
終
了

後
六
ヵ
月
以
内
の
人

が
、
そ
の

ま
ま
同
一

事
業
所
に
六
ヵ
月
以

上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
る
見
込

み

の
あ
る
場
合

圃
印
鑑
と
銀
行
口
座
が
分
か
る

も
の
を
持
っ
て

、
し
あ
わ
せ
課

窓
口
へ

リ

フ

ト

付

き

タ

ク

シ

ー

が

運

行

し

ま

す
(
新

規

事

業
)

車
い
す
・
ス
ト
レ
ッ
チ

ャ
ー

を
搭
載
可
能
な
ワ

ゴ
ン

タ
ク
シ

ー
で
、
予
約
制
で
す
。
料
金
は
、

大

型

タ
ク

シ

ー
と

同
額
で

す

(
福
祉
タ
ク
シ

ー
券
も
利
用
で

き
ま
す
)
。

※
運
行
開
始
は
5

月
上

旬
の
予

定
で

す
。

身

体

障

害

者

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

事

業
(
新

規

事

業
)

対
象
在
宅
身
体
障
害
者

内

容
入
浴
・
給
食
・
創
作
活
動
・

機
能
訓
練
・
社
会
適
応
訓
練
・

民
生
相
談
な
ど

通
所
先
い
ぶ

き
の
広
場
・
喜
楽
家
費
用
一

人
一
回
千
三
百
九
十
円

心
身
障
害
児
福
祉
手
当
(
二
十
歳
未
満
)
の
支
給
額
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

※
4
月
分
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
支
給
日
は
、
8
月
・
1
2
月
・
4

月
の

末
日

で
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
一
二
~
四

級
の
人

身
体
障
害
者
手
帳

】
士

一
級
ま
た
は

1
0
5
0
以
下
の
人

複
合
障
害
児
(

身
体

障
害
者
手
帳
一

級
を
持
ち
、
-
o
2
5
以
下
の

人
)

区

分

月
額

五
干
五
百

円

月
額

六
千
五
百

円

月
額
一
万

円

日- 支
給
額

月
額
六
千
円

月
額
七
千
円

月
額

一
万
八
百
円

新

療

育
相
談

4
月
1
5日
困
午
後
1
時
～
―

時
3
0分

会
揚
松
戸
保
健
所
.

対
象
乳
児
の
股
関
節
脱
臼
未
受

診
者
や
、
十
八
歳
未
満
の
整
形

外
科
学
領
域
の
診
察
・
相
談
な

ど
を
希
望
す
る
人

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
保
健
指

導
課
a
6
1
-
2
1
2
1番
へ

保
健
・
衛
生

三

歳

児

健

康

診

査

対

象
平

成

元

年
1
9一
月

に

生

ま

れ

た

幼

児

検

診

日
4

月
1
3

日

・
2
0
日

・
2
7
日
の

各

火

曜
日

会

場

松
戸

保

健

所

寮

対

象

者
に

は

健

康
診

査

票

を

お
送
り
し
ま
す
。
該
当
者
で

届
か
な
い
人
は
、
(
ガ
キ
に

下

記
要
領
で

記
入
し
て
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い

。

固
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

昔

6
1
1
n乙
1
9
乙
1
番

愛
の
献
血

期日 場所 時間 主催

4/12(1月) 松戸 駅東口
午前10時~11時30分

と午後1 時~4 時
松戸市

15附 松戸市役所 午前10時~午後4 時

16廁 馬 橋駅東口
午９時30分~11時30分

と午後o時30分~3時30分

松戸北ロータ

リークラブ

問
健
康
管
理
課
業
務
係
容
6
6
-

7
4
8
5

番

計
量
器
定
期
検
査

商
売
・
証
明
用
は
必
ず
受
検
を

平
成
5

年
度
の
は
か
り
の
検

査

を
下

表
の

日

程
で

行

い
ま

す
。
合
格
し
た
は
か
り
に
は
、

定
期
検
査
合
格
シ
ー
ル
を
張
り

ま
す
。

持
参
す
る
も
の
…
は
か
り
・

申
請
書
・
手
数
料

※
家
庭
用
の
は
か
り
(

ヘ
ル
ス

メ

ー
タ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ

ー
ル

な
ど
)

も
無
料
で

検
査

し
ま

す
。

愬
消
費
生
活
課
計
量
係

時
間
:・
午
前
1
0時
~
午
後
3
時

(
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く

韶
・
温

祠
‐
瑟

8
/
3

閃
2
8團

祠
‐
跖

2
3瀏

7
/
2
2
困

巧
国

8
㈲ ゐ

6
/
1

㈲
・
2

困

2
5図・
2
6
團

絮 化
図

5
/

匐
自
・
1
1
図

2
0㈲・
2
1團

伺
團

諂
㈲

4
/
6

図
・
7
困

期

日

松
戸

市

役
所

計
量

検
査

室

中

部
小

学
校

松
飛

台

小
学

校

常

盤
平

第
三

小
学

校

常

盤
平

市
民

セ
ン

タ

ー

松
ヶ

丘

小

学
校

上
本

郷

第
二

小
学

校

稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

矢

切
支

所

総
合
福
祉
会
館

青
少
年
会
館

小

金
原

体

育
館

小

金
支

所

小

金
北

市
民

セ
ン

タ

ー

古

ケ
疸

市
民

セ
ン

タ

ー

五
香
市
民
セ
ン
タ
ー

馬
橋
支
所

六

実
支

所

東

部
ス

ポ

ー
ツ
パ

ー

ク

会
場

4/6( 火)

~15( 木)

春

の

全

国

交

通

安

全

運

動

ち
ば
の
道
さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
で
交
通
安
全

重
点
目
標

○
子
供
と
高
齢
者
の
道
路
横
断
中
の
交
通
事
故
防
止

○
若
者
の
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

○
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

○
違
法
駐
車
の

追
放

平
成
4

年
中
に
交
通
事
故
で

亡
く
な
っ
た
人
は
、
千
葉
県
で

五
百
四

十
四
人
と
昭
和
4
9年
以

降
最
悪

の

数
と

な
っ
て

い

ま

す
。
そ
の
う
ち

、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
締
め
て
い
な
か
っ
た
人
は

約
9

割
。
も
し
シ
ー
ト

ベ
ル

ト

を
締
め
て
い
た
ら
、
多
く
の
命

が
助
か
っ
た
は
ず
で

す
。

交
通
生
‐
jル

を
守
り

、
み
ん

な
で

交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
。

全国の交通事故死者数ワースト3

区 分
1

北海道

2

愛知

3

干葉( 松戸市)

4 年 中 585 573 544(36)

前 年 比 十12 -16 十26( 十9)

広報まつ

ど

1993年(平成5年)4月5日

科 目 期 日 時 間 会場 講 師 教材費 定員

昼

間

部

名画のはなし

ルネサンスガら近代絵画まで

5/11~6/8 の

毎週火曜日

午後2 時

~3 時
婦人会館 元国立近代美術館学芸員 滝沢 泰氏

無料

30人

大人のためのやさしい算

数

5/12~6/30 の

毎週水曜日

午前10時

~11時10分
六実市民センター 元中学校教諭 宮田 英一氏 20人

和紙押し絵
5/7~6/11 の

毎週金曜日

午前10時

~正午

二十世紀が丘市民

センター
押し絵研究家 酒巻 恵美子氏 5,000円 30人

華道

~暮らしに活ける花~

5/11~7/13 の

毎週火曜日
高木二小講座室 松戸華道協会 10,000円

20人

伝統のフフイヌ手芸
5/7~7/23 の

隔週金曜日
常盤平一小講座室 関東ウタリ 会 大谷 和子氏 3,500円

これから始める人のため

の油絵

5/13~7/15 の

毎週木曜日
貝の花小講座室 画家 、 山川 美代氏

1,500 円
※用具持参
(あつせん可)

障害者に学ぶ
4/23・5/14・6/18・

7/16・30の各金曜日
県立松戸養護学校 県立松戸養護学校との交流 無料

夜

間

部

世界を学ぶⅥ

~バルカン半島を巡って~

5/13~6/10 の

毎週木曜日

午後6 時30分

~8 時

教育委員会6 階会

議室
聖徳大学付属高校教諭 福田 尚文氏 630円 30人

漢詩を学ぶ
5/14~7/16 の

毎週金曜日

午後6 時30分

~8 時30分
市民劇場 聖徳大学付属高校校長 菰田 亨氏 実費 20人

親が学ぶ

~星空の楽しみ~

5/12~7/28 の

隔週水曜日

午後7 時

~8 時30分

市民会館プラネタ

リウム
松戸市プラネタリウム 小山 芳久氏 1,000円 30人

週

末

講

座

親子クッキング
5/15 圉 午後犒30分~横

馬橋市民センター つぐみ学園 木村 民恵氏 2,000円
親子

10組

6/12 倒・7/10(±)午部面30分~午後1時

親子で巡る博物館
4/25~10/3 の

月1 回日曜日

初回のみ午前１０時~11

時３０分、その他終日
初回のみ婦人会館 交通費等実費

はじめて作るボトルシッ

プ

5/8~7/10 の

毎週土曜日

午後2 時30分

~4 時3(}分
婦人会館

東日本ボト ルシツプ愛好会

新明 国由氏・磯部 郁夫氏
3,500円

20人

親子可

世界を学ぶV‖

胃袋で知るケニフフ

5/9~9/12 の

月1 回日曜日

午後4 時

~8 時
市民会館 レイチェルさん 5,000円

30人

親子可

松戸を知るための「松戸

塾」

5/15~3/19 の

月1 回土曜日

午後2 時

~4 時
市民劇場 八柱学園理事長 飯沼 誠氏ほか 無料 50人

対象…市内在住・在勤の16歳以上の人

圃4 月12日(月)必着で、往復ハガキに希望科目・住所・氏名・年齢・電話番号・返信用あて名を記入して、〒271松戸市根本356松戸市教育委員会社会教育

課(S66-7462 番) へ

※定員を超えた科目は抽選となります。定員に満たない科目は4 月16日廊から電話で受け付けます。

春

ス

タ

ー

ト

成
人
学
校

第
一
期
生
を
募
集

経
済
的
で
安
心

市
民
葬
儀
制
度
の
ご
利
用
を

市
民
葬
儀
制
度
は
、
市
民
の

方
に
ご
不
幸

が
あ
っ
た
と
き
、

経
済
的
で
厳
粛
な
葬
儀

が
行
え

る
よ
う
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

市
と
、市
の
指
定
を
受
け
た

葬

祭
業
者
の
間
で

、
内
容
や
料
金

な
ど
に
つ
い
て

協
議
し

、
合
意

に
よ

り

実
施

し
て
い

ま

す
の

で
、
安
心
で
す
。

対

象
…
施
主
ま
た
は
死
亡
者

が
松
戸
市
民
で

、
市
内
で
行
う

葬
儀内

容
…
こ
の

制
度
で
利
用
で

き
る
祭
壇
の
種
類
と
料
金
は
下

表
の
と
お
り
で

す
。

※
た
だ
し
、
棺
・
遺
影
写
真
代
・

礼
状
印
刷
代
・
読
経
料
・
供

花
代
・
市
の

式
場
使
用
料
・

火
葬
料
・
霊
柩
(
き
ゅ
う
)
自

動
車
使
用
料
・
納
骨
容
器
代

は
こ

の
料
金
に
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ

ん
。
申
し
込
み
の

際

取
扱
指
定
店
へ
お
問
い

合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

匣
左
表
の

市
民
葬
儀
取
扱
店
へ

斎
場
豊
8
7
-
4
0
4
2
番

祭壇の種類と料金

種 類 料 金 内 容

A5 段飾り 80,000円
祭壇貸し付け・飾り 付

け、受付用品、消耗品

などを含む

B3 段飾り 50,000円

03 段飾り 38,000円

市民葬儀取扱指定店一覧(50 音順)

店 名 住 所 電話

㈲ 愛 蓮 社 西馬橋相川町悃9 42-4444

石 井 葬 儀 社 五香六実479 86-0856

㈲ 伊 原 葬 儀 社 馬橋1903 43-4310

㈲ カ ィ ン ド 社 古ヶ崎2-3148-6 44-5222

㈲柏 葬祭センタ ー 上本郷3004 65-6144

㈲ 広 善 社 幸谷682 41-3356

㈲渋谷花店葬祭儀部 小金きよしヶ丘4-15-13 41-6644

㈱ 正 宗 典 礼 ニツ木二葉町198 48-4444

昭 和 興 業 ㈱ 北松戸1-9-2 福岡ビル2F 69-4444

㈱ 杉 浦 葬 儀 店 .根本5-4 62-2542

セント ラ ル総合㈱ 河原塚258 91-9118

㈲ 創 蓮 社 二十世紀が丘戸山町125 91-1611

㈲ 大 典 社 高塚新田631 91-5726

㈲ 東 葛 葬 祭 松戸1485 63-2001

㈲ときわ平 葬儀社 常盤平2-21-1 85-2622

㈲都民典礼松戸営業所 五香六実280-47 85-2237

㈱ 日 本 式 典 栄町4-205-4 64-0495

㈱ 富 士 見 式 典 栄町1-20-17 67-1140

㈱ 松 戸 葬 儀 社 松戸悃92 64-4444

㈲籔崎葬儀社 小山227 62-2317

㈱ライフケア 松戸1112 63-0983

霊柩車使用料

実車料10kmまで4,000円

lkm増すごとに14O円

(消費税が加算されます)

火葬 料(1 体につき)

区 分 料 金

15歳以上 3,000円

15歳未満 1,600円

死 胎 1,000円

モダンな 建物 に変身

消防センター

本

町消防

セ

ン

タ

ー

小山消防センター

消
防
団
の
活
性
化
を
図
る
一

環
と
し
て

、
市
内
四
十
二
ヵ

所

あ
る
消
防
団
の
消
防
器
具
置
き

場
の
う
ち
、
四
ヵ
所
が
改
築
さ

れ
、
名
称
も
消
防
セ
ン
タ
ー
と

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

建

物
は

す

べ
て

二

階

建
て

で

、
冷
暖
房
や
シ
ャ
ワ

ー
も
完

備
。
応
急
訓
練
や
講
習
会
に
も

使
用
で

き
ま
す
。

外
観
も
町
並
み

に
溶
け
込
む

よ
う
に

、
都
会
型
の
ト
ン

ガ
リ

屋
根
、
宅
地
型
の
丸
屋
根
、
和

風
型
の
か

わ
ら
屋
根
と
工
夫
さ

れ
て
い
ま

す
。

今
後
も
順
次
改
築
さ
れ
る
予

定
で

す
。

歯
を
大
切
に

歯
並
び
の
お
話

①
悪
い
歯
並
び
の
種
類
と
原
因

あ

な
た

は

歯

並

び
が

悪

く

あ

り

ま
せ

ん

か

。

例
え

ば

、

ビ

ー
バ

ー
の
よ

う

な

お
茶

目

な

出
っ

歯

や
で

こ

ぼ
こ

の

八

重

歯
。

子

ど

も

の
こ

ろ

は

、

そ

れ

が
か

わ
い

い

と

言
わ

れ

、
ト

レ

ー
ド
マ

ー

ク
の

よ

う
に

な
っ
て

い

た

と
し

て

も

、

そ
の

ま

ま
に

し

て

お
く

と

、

む
し

歯

に

な
っ

た
り

、
か

み

合

わ
せ

が
悪

く
、

消
化

不

良

を

起
こ

し

や

す
か

っ
た

り

と

、

体
の

健

康
や

発

育
に

、

悪
い

影

響

を

与
え

て

し

ま

い

ま

す

。

そ

れ
で

は

、
こ

れ

か
ら

悪

い

歯

並

び
に

つ

い
て

、
。
お
話

し

し

た

い
と

思

い

ま

す

。

悪

い

歯

並

び
(

不

正

咬

合
)

の

種

類

①
出
つ
歯
（
上
顎
前
突
)
上

の

前

歯

が

出
て

い

る
人

の
こ

と

で

す

。
当

然

、

口
元

が
出

気

味

に

な
り

、
上
下

の

唇

が

閉

じ

ら

れ
な

か

っ

た
り

し

ま

す

。
②
受

け
口
(
下

顎

前

突
)

下

の

前

歯

が
上

よ

り

も
出

て

い

て

、
下

顎

が
出

気

味
の

人

の

こ

と
で

す
。

③
乱

ぐ
い

歯

、

八

重
歯
(

叢

生
)
で
こ
ぼ
こ
の
歯
並
び

を
い

い

ま
す

。

④

開

眼

上

下

の

前
歯

が

か

み
合
わ
な
い
で

、
開
い
て
い

る
歯
並
び
を
い
い
ま
す
。

そ
の
他
、
各
人
に
よ

っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
悪
い
歯
並
び
が

あ
り
、
細
か
い
所
ま
で
見
る

と
七
〇
~
八
〇
%

の
人

が
、

悪
い
歯
並
び
を
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

②

悪

い

歯

並

び
(

不

正

咬

合
)

の

原

因

①
遺
伝

一
番
大
き
な
原
因

で
す
。
あ
な
た
の
歯
並

び
や

顔
つ

き
は
、
家
族
の
だ
れ
か

に
似
て
い
ま
せ

ん
か
。

②
む
し

歯

乳
歯
が
む
し
歯

で

早
く
抜
け
た
り
す
る
と
、

不
正

校
合
に
な
り
や
す
く
な

り
ま

す
。
ま
た
、
永
久
歯
の

ど
こ
か

が
む
し

歯
に
な
っ
て

抜
け
て
し
ま
う
と
、
隣
の
歯

が
倒
れ
て
き
て

、
全
体
の
歯

並

び

が
崩

れ
て
し

ま
い

ま

す
。

③
鼻
や
扁
桃
腺
の
病
気

鼻

や
扁
桃
腺
が
悪
い
と
、
口
で

息
を
す
る
事
が
多
く
な
り
、

出
っ
歯
や
受
け

口
ま
た
は
、

開
校
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す
。

④
悪
い
癖

指
し

ゃ
ぶ
り
を

よ
く
し
て
い
る
と

、
出
っ
歯

や
開
校
に
な
り
や

す
く
な
り

ま
す
。(

松
戸
歯
科
医
師
会
)



情報

チ

ャ

ン

ネ

ル

※タイトルが色刷りのものは、

市の主催です。

人 口 と 世 帯(3 月1日現在)

〇人口462,212 人(+52)

男235,216 人(+19)

女226,996 人(+33)

○世帯169, 〔〕71(-25)

囗
は
前
月
比

本
土
寺
仁
王
門

歌

声

広

場
(

楽

劇

団

い

ち

ょ

う

座

コ

ン

サ

ー
ト

ア

ン

サ

ン

ブ

ル
公

演
)

4
月
2
1日
團
午
後
1
時
3
0分

開
場

会
場
市
民
劇
場

費
用

無
料

内
容
童
謡
か
ら
歌
謡
曲

ま
で
、
そ
の
歌
の
時
代
を
歌
と

芝

居
で

蠢
松
戸
市
婦
人
団
体
連
絡
会
・

渡
辺
四
9
1
-
7
0
7
1
番

健

康

カ

ラ

オ

ケ

コ

ン

テ

ス

ト

4
月
1
5日

團
午
後
6
時
開
場

会
場
市
民
劇
場

費
用
無
料

内
容
歌
唱
指
導
と
コ
ン
テ
ス
ト

類
冨
永
・
‘
4
1
1
3
6
2
3
番

喜

楽

家

バ

ザ

ー

4
月
2
5日
㈲
正
午
~

午
後
2

時

会
場
喜
楽
家
(
馬
橋
二

九

八
六
)

※
バ
ザ
ー
へ

の
物
品
提
供
と
お

手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

黯
喜
楽
家

｀
4
4
-
9
9
5
1
番

松

戸

史

談

会

「

幸

田

・

中

金

杉

史

跡

め

ぐ

り

」

4
月
1
1一
日

㈲

〔
雨
天

時
は
1
8

日

㈲
に

延

期

〕

行

程

午

前
1
0

時

、

本
土

寺
(

北
小

金

駅
か

ら

徒

歩

十
分
)

仁
王

門

前

出
発
~

香

取

駒
形

神

社
~

幸

田

貝

塚
～

華

厳
寺

～

広

徳

寺

。
徒

歩

約

五

㌔
、
約
五
時
間
三
十
分
費
用

三
百

円

持

ち

物
昼

食

圜

神
尾

｀
4
1
-
2
4
5
8

番

と

も

し

び

読

書

会

4
月
1
5日
困
午
前
1
0時
~

正

午

会
場
婦
人
会
館

テ

キ
ス

ト
「
春
に
し
て
君
を
離
れ
」
ア

ガ
サ

ー
ク
リ
ス
テ
V

―
作

費

用
月
七
百
円
(

初
回
は
無
料
)

蠢
神
沢
四
4
1
-
0
7
7
6
番

手

賀

の

丘

少

年

自

然

の

家

「
み

な

さ
ん
よ

ろ
し

く

デ

ビ

ュ

ー
」

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

4
月
2
5日
㈲
午
前
1
0時
~
午

後
3
時

会
場
県
立
手
賀
の
丘

少
年
自
然
の
家
(
沼

南
町
)

費

用
無
料
持
ち
物
上
履
き
内

容
ぬ
い
ぐ
る
み
劇
・
竹
細
工
・
プ

ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
・
模
擬
店
な
ど

匣
4

月
1
5日
團
ま
で
に
、
電
話
で

手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
・
1
0

4
7
1
-
9
1
-
1
9
2
3

番
へ

松

戸

子

ど

も

劇

場

「

風

の

ユ

ー

カ

ラ

」

4
月
1
7日
出
午
後
2

時
4
5分

・
6

時
開
演

会
場
市
民
会
館

費
用
三
千
円

茴
松
戸
中
央
子
ど
も
劇
場
・
小

倉
四
8
6
-
9
1
5
4
番

子

ど

も

お

は

な

し

会

4
月
1
0日
(

毎
月
第
二
土
曜

日
に

実
施
)
正

午
~
午
後
1

時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
無
料

黯
新
松
戸
む
か
し
む
か
し
の
会

・
橋
本
・
1
4
6
-
9
7
8
5番

松

戸

社

交

ダ

ン

ス

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

4
月
2
5日
㈲
午
後
3
時
3
0分

~
8

時
3
0分

会
揚
運
動
公
園

費
用
五
百
円

内
容
生
バ
ン
ド

演
奏
に
よ
る

ダ
ン
ス
ほ
か

蠢
清
水
四
6
5
-
8
1
7
5
番

4
月
は
土
地
月
間
で
す

松
戸
市
歩
こ
う
会

昨年の歩こう会

行
き
先

①
4
月
4
日
収
は
、

柏
市
の
布
施
弁
天
~
あ
け
ぼ
の

山
②
6
月
6

日
㈲
は

、
水
海
道

市
の
ふ
れ
あ
い

街
道
③
8
月
1

日
収
は
、
東
京
の
明
治
神
宮
~

新
宿
御
苑

巫

電
話
で
矢
切
公
民
館

｀
6
8
-

l
n
/？
1
4
番
へ

朗

読

フ

ァ

ン

タ

ジ
ー

4
月
2
3日

窗
午
後
1
時
3
0分

~
3
時
3
0分

会
場
市
民
劇
場

費
用
三
百
円

固
朗
読
グ
ル

ー
プ
紫
陽
花
・
三

浦
・
1
6
5
-
8
9
8
5番

浄

水

場

施

設

見

学

会

6
月
7
日

収
午
前
9

時
3
0分

千
葉
三
越
前
集
合
、
午
後
4
時

解
散
見
学
地
柏
井
浄
水
場
（
千

葉
市
)

・
印

旛
取
水
場

対
象

県
営

水
道
を
使
用
し
て

い
る
家

庭
の
人
・
百
人
(

多
数
の
場
合

は
抽
選
)

費
用
無
料
(
昼
食

付
言

惠
4

月
3
0日
窗
必
着
で

、
往
復

ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
代
表
者
の
電

話
番
号
を
記
入
し
て
(

返
信
用

ハ
ガ
キ
の
表
に
は
代
表
者
の
氏

名
・
住
所
を
記
入
)

、
〒
2
6
0
千

葉
市
中
央
区
長
洲
一
―
九
1

一

千
葉
県
水
道
局
総
務
企
画
課
広

報
班
(

昔
0
4
3
-
2
2
3
-
4
5
0
0

番
)
へ

江
戸
川
ハ
イ
キ
ン
グ
「
野

草

を

た

ず

ね

て

」

4
月
一
1
1日
㈲
午
前
9

時
3
0分

〔
雨
天

時
は
1
8日
倒
に

延
期
〕

集
合
場
所
松
戸
駅
西

口
か
ら
中

央
通
り
を
江
戸
川
方
面
へ
直
進

突
き
当
た
り
の
土
手
に
集
合

行
程
市
川
市
里
見
公

園
ま
で
の

約
六
・
七
㌔
内
容
江
戸
川
沿

い
の
野
草
摘
み

費
用
無
料

持
ち
物
昼
食
、
水
筒
、
摘
み
草

用
具
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
軍
手
な

ど

定
員
先
着
五
十
人

圃
4

月
9
日
窗
午
後
4
時
ま
で

に
、
電
話
で
江
戸
川
を
守
る
会

松
戸
支

部
(
市
役
所
公
害
課
内
)

へ昨
年
の
江
戸
川
ハ
イ
キ
ン
グ

松

戸

少

年

少

女

発

明

ク

ラ

ブ
開

講
式
5

月
9

日

収

午
剪

……一

時
か

ら

・
会

場

文
化

ホ
ー
ル

対

象

小

学
校

三

年

生
~

中

学

校

三
年
生
活
動
日
時
A
班
（
ア

イ
デ
ア
エ
作
)
=
毎
週
日
曜
日

午

前
9

時
3
0
分

～

幵
一
時
3
0
分

、

B
班
(
基
本

工

作
)
=

毎
週

土

曜

日

午

後
2

時
3
0
分
~
4

時
3
0
分

費

用

年
間

五

千

円

匣
4

月
3
0
日

窗

必

着
で

、

市
内

各
小

・
中

学

校

、

青
少

年

会

館

に

あ
る

申

込
用

紙
で

、

〒
2
7
0松

戸

市
新

松

戸

南
ニ

ー
ニ

青

少

年

会

館
内

松

戸

少

年
少

女

発

明
ク

ラ

ブ
(
0
4
4
-
8
5
5
6

番
)
へ

竹

馬

・

竹

ト

ン

ボ

・

竹

ぼ

う

き

作

り

4

月
1
8
日

㈲

午

前
1
0
時
~

午

後
2

時

場

所

船

橋
県

民

の

森

定

員
五

十

人

費

用
無

料

持

ち

物
昼

食

・

手

袋

圉
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
、
〒
2
7
4
船

橋

市
大

神

保

五
八

六
-

二

船

橋

県

民
の

森

管

理

事

務
所

四

〇
4

7
4
-
5
7
-
4
0
9
4

番
へ

春
の
ス
リ
ム
コ
ー
ス

あ
な
た
も
健
康
的
に
や
せ
よ
う

対
象
肥
満
ぎ
み
の
人
で

、
当

セ
ン
タ
ー
の
健
康
増
進
指
導
コ

ー
ス
を
受
け
た
人
(

受
け
た
こ

と
の
な
い
人
、
検
査
後
一

年
以

上
経
過
し
て
い
る
人
は
受
け
て

く
だ
さ
い
)

定
員
先
着
四
十

人圉
直
接
ま
た
は
電
話
で
健

康
増

進
セ
ン
タ
1
・
1
6
5
-
5
5
8
8

番
へ

期 日 曜日 時 間 内 容

5/13

各

木

曜

日

午前10時~
午後○時30分

オリエンテーション

・生活習慣の見直し

20
午前9 時15分

~正午

血液検査・太らな
い

食べ方のポイント ・
正しい歩き方実習

27 午前10時~
午後1 時

調理実習(私の適量)

※みそ汁持参( 塩分
測定)

6/3

午前10時~
正午

医師の話

10
運動実技

17

24
私の工夫o&A ・歩
き方チェック

7/1 運動実技

8
午前9 時15分

~午後1 時

血液検査・調理実習
(私の1 食分再チェ
ック)

15 午前10時~正午 終了式

見
に
行
こ
う
聴
い
て
み
よ

う

文
化
施
設
だ
よ
り

市 民 会 館市 民 劇 場
文化ホール
ギャラリー

6
困

5
/
5
吩

2
7㈲

2
3廊

1
8日

4
/
1
1日

期

日

問 ※

月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い

る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

市
民
会
館
四
6
8
-
1
2
3
7
～
8

番

内
海
桂
子

・
好
江
シ
ョ

ー

☆

旭
水

流

舞
踊
発
表
会

津
軽
三
味
線

高

橋
竹
与

の
世
界

☆

東
京
芸
術
座
公
演

「
小
林
多
喜
二
没

後
6
0周
年
記
念
公
演
L

☆

内
藤
国
雄
九
段

と
神
野
美
伽

講
演
と
歌
謡
シ
ョ
ー

松
戸
民
踊
連
合
会
舞
踊
大

会

内

容

8

・
0

1
.
3

1

・
0

1

・
3

只
‥
)・
0

1

・

り
0

8

・
0

1

一
3

惘

‥
m
J

1
0一
m
w

開
演
時
間

2
日

5
/
1
田

2
9倪

2
8困

2
5日

2
4山

2
3宙

1
8日

1
7山

1
5困

1
4團

1
1日

1
0田

4
/
7
困

期

日

問 ※

月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い

る
催
し

物
は
有
料
で

す
。

開
演
時
間
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
民
劇
場
公
6
8
-
0
0
7
0
番

バ
イ
オ
リ
ン
発
表
会

ピ
ア
ノ

ー
エ
レ
ク
ト
ー
ン
発
表
会

ピ
ア
ノ

ー
バ
イ
オ
リ
ン
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

ブ
リ
ー
マ
ー
ブ
ラ
ス
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
☆

ピ
ア
ノ
発
表
会

渡
辺
ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン
発
表
会

朗
読
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

尾
形
ピ
ア
ノ
教
室
発
表
会

健
康
カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

新
京
成
電
鉄

健
康
と
食
生
活
講
演
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

詩
吟
剣
舞
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会 内

容

3

・
0

1

・
0

5

・
0

1

・
3

1
8一
M
J

2

・
0

1

・
3

9

・
0

1

・
0

4

・
0

1
e
o

5

・
0

1

・
3

0

・
0

1

・
0

3

・
0

1

・
3

Ｚ

・
0

1

・
0

(
χ
U
・
O

1

一
3

3

・
0

1

・
0

3

・
0

1

・
0

9
一
1
0

0

・
0

1

・
0

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
・
:
午
前
1
0時
~
午
後
6

時

圜
文
化
ホ
ー
ル

酋
6
7
-
7
8
1
0
番

5
/
4
絢
~
9

日

5
/
1
川一
~
2

日

4
/
2
7㈲
～
5
/
2

日

4
/
2
0㈲
~
2
5

日

4
/
1
7山
~
1
8

日

4
/
6
㈲
~
1
1

日

期

間

緑
樹
会
展

武
田
書
道
会
展

陶
芸
ク
ラ
ブ
清
窯
会
プ
ル
ー
フ
展

洋
画
木
曜
会
展

中
央
学
院
大
学
春
期
写
真
展

華
墨
会
水
墨
画
展

内

容

催
し

物
市役所・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061



広報まつど 1993年(平成5年)4月5日

ス
ポ
ー
ツ

市

民

春

季

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

ダ

ブ

ル

ス

大

会

5
月
2
日
㈲
午
前
8

時
~
午

後
5
時

会
場
運
動
公

園
体
育

館

内
容
男
女
と
も
に
一
部
~

四
部

対
象
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
者

費
用
登
録
者
一
人

千
二
百
円

、
未
登
録
者
千
五
百

円圉
4
月
2
3
日
窗
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
ク
ラ
ブ
名
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
0
松
戸
市
中
和
倉
三
〇
四
-

八
松
戸
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・

長
谷
川
(一
-
4
1
-
7
9
2
5番
)

へ

市

民

氷

上

大

運

動

会

4

月
1
8
日

㈲

午

前
9

時

～

正

午

、

そ

の

後

午

後
5

時

ま

で

自

由

滑

走

会

揚

新

松

戸

ス

タ

ー

ラ

ン

ド

内

容

ア

イ

ス

ス

ケ

ー

ト

で

の

競

技

や

氷

上

ゲ

ー

ム

対

象

市

内

在

住

・

在

勤

で

小

学

生

以

上

の

ス

ヶ
I

ト

が

で

き

る

人

・

先

着

百

五

十

人

費

用

一

人

千

円
(

昼

食

代

含

む
)

匣
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
松

戸
市
ス
ケ
ー
卜
連
盟
事
務
局
(
新

松

戸

ス

タ

ー

ラ

ン

ド

内
)
{

一一
4
1

-
^
乙̈
1
9

？
1

番

丶
m

一
4
5
-
9

一̈
〇

8
1

番

へ

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室

4
月
2
5
日

㈲

午

前
9

時
~

午

後
1

時

会

場
六

高
台

ス

ポ

ー

ツ

広
場

費

用

保

険
料

一
人

百

円圉

当

日

現

地
で

圜

体

育
指

導

委

員

・
野

中

豊
8
7

-
4
4
3
8

番

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団
(

硬

式

テ

ニ

ス
)

4
月
~

平

成
6

年
3

月

の

毎

週

土

曜

日

、

午

後
2

時

～
5

時

会
場
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
対

象
小

学
校

三

上
(

年

生

費

用

月

二

千

円
(
入

団

金

千

円
)

匣
4

貝

……一
日

出

午
後
2

時
か

ら

栗

ヶ

沢

公

園

庭
球

場

十

番
コ

ー

ト
で

蠢

内

田

｀
4
3
-
3
5
5
1

番

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

ー
タ

ー

ゲ

ッ

ト

バ

ー

ド

ゴ

ル

フ

教

室4
月
1
1
日
㈲
午
前
9
時
~
午

後
1
時
会
場
栗
ヶ
沢
小
学
校

校

庭

費

用

無

料

圃

当
日

会

場
で

黯

体

育
指

導

委

員

・
松

丸

四
4
3

-
6
6
0
8

番

松

戸

市

家

庭

婦

人

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会

4

月
2
5
日

㈲

写

備

日
5

月

2
日

㈲

〕

午

前
8

時
3
0
分

か
ら

会

場

聖
徳

大

学

付

属
高

校

グ
ラ

ウ
ン

ド

対

象

市
内

在

住
の

家

庭
婦

人

の
チ

ー

ム

費

用

一
チ

ー

ム
五

千
円

匣
4

月
1
0
日

出

午
後
2

時

か
ら

京

葉

ガ
ス

㈱

松

戸
支

社

三

階
会

議
室

で

受
け

付
け

蠢
松

戸

市
家

庭

婦
人

ソ

フ

ト

ボ

ー
ル

連
盟

・

藤

沢
・
1
9
1
-
5
2

3
6

番

松

戸

市

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

協

会

第

五

回

大

会

5
月
1
6
日

面

午

前
9

時
~

午

後
4
時
会
場
金
ヶ
作
公
園
野

球

場

対

象
年
間
登
録

者
(
一

般

参

加
可
)

費

用

保

険
料

百
円

匣
4

月
1
5
日

困

ま
で

に

、

所
定

の

用

紙
を

、

〒
2
7
0松

戸

市

五
香

六
実
九
ー
五
八
菊
池
和
美
(
f
t
8
7

-
1
5
6
5

番
)

へ

京

葉

ガ

ス

杯

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会

6

月
1
3
日

㈲

〔
予

備
日
6

月

2
0日

回

午
前
8

時
か

ら

会

場

聖

徳

大

学
付

属

高
校

グ
ラ

ウ

ン

ド

対

象
市

内

在
住

の

高

校

生

以

上
の

女

性

費
用

無

料

惠
4

月
1
0
日

出

午

後
2

時
か

ら

京

葉

ガ
ス

㈱
松

戸

支
社

三

階
会

議

室
で

受

け

付
け

黯

松

戸

市
家

庭

婦
人

ソ

フ

ト

ボ

ー
ル

協
会

・

藤

沢

四
9
1
-
5
2

3
6

番

家

庭

婦

人

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会5
月
9

日
面
・
1
5日
出
、
午

前
8
時
3
0分
か
ら

会
場
運
動

公

園
体
育
館

対

象
市
内
在
住

の
女
性
の
チ

ー
ム

費
用
一
チ

ー
ム
二
千
円
(
ほ
か
に
登
録
費

な
ど
六
千
円
か
必
要
)

※
4
月
2
4
日
出
午
後
1
時
か
ら

常
盤
平
体
育
館
で

、
総
会
お

よ
び
代
表
者
会
議
が
あ
り
ま

す
。
各
チ

ー
ム
一
人
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

匣
4
月
1
5
日
困
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
で
〒
2
7
1
松
戸
市
栗
山
二
四
四

松
戸
市
家
庭
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー

ル

連
盟
・
小
浜
道
代
(
U
6
3
1

0
7
5
0

番
)
へ

女

子
サ

ロ

ン
サ

ッ
カ

ー
大
会

5
月
5
日
吩
午
前
9

時
か
ら

会
場
運
動
公

園
体
育
館

対

象

中
学
生
以
上
の
女
性
(

中
学
生

は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
)

費
用
中
学
生
百
円
、
高
校
生
三

百
円
、
一
般
五
百
円

匣
4

月
1
0日

出
午
後
4

時
か
ら

運
動
公
園
役
員
室
で
の
説
明
会

で蠢
松
戸
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
松

倉
・
1
6
3
-
5
5
3
5番

み

ど

り

の

日

チ

ャ
リ

テ

ィ

ミ

ッ

ク

ス

ダ

ブ

ル

ス

ー
ト

ー

ナ

メ

ン

ト
(
テ

ニ

ス
)

4
月
2
9日

吩

字

備
日
5

月

9
日
㈲
)

会
場
松
戸
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ

費
用
一
組
五
千
円

圉
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
、
直

接
ま
た
は
現
金
書
留
で

、
〒
2
7
1

松
戸
市
上
矢
切
一
六
二
○
松
戸

テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
(
・
1
6
2
-
3
0

4
7
番
)

へ

わ

た

し

の

健

康

法

「歩く」を実践する阿久津さん（写真中央

）

小
金
原

阿
久
津

猛
さ
ん

毎
週
土
曜
日
、
朝
九
時
か

ら
一
時
間
半
ほ
ど
、
仲
間
と

一
緒
に
歩
い
て
い
ま
す
。
始

め
て
か
ら
も
う
七
年
た
ち
ま

し
た
が
、
雨
の
と
き
以
外
ほ

と
ん
ど
欠
か
し
て
い
ま
せ
ん
。

ふ
だ
ん
の
生
活
で
も
歩
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
上
野

か
ら
銀
座
ま
で
よ

く
歩
く
ん

で
す
が
、
一
時
間
も
あ
れ
ば

着
く
ん
じ
や
な
い
で
す
か
。

今
年
八
十
四
歳
に
な
り
ま

し
た
。
歩
く
よ
う
に
し
て
い

る
お
か
げ
で
、
足
腰
も
体
も
、

健
康
そ
の
も
の
で
す
。

※
あ
な
た
の
健
康
法
を
、
広

報
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

歩 く

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
心
地
よ
い
汗
を

オ

ス

ト

メ
イ

ト

社

会

適

応

訓

練

講

習

会

4
月
2
4日
出
午
後
1
時
3
0分

~
4
時

会
場
千
葉
市
蘇
我
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ

蘇
我
駅
下
車
徒
歩
三
分
)

対

象
オ
ス
ト
メ
イ
ト
〔
人
口
肛
(
こ

う
)
門
・
人
口
膀
胱
(
ぼ
う
こ

う
)
〕造
設
者
と
そ
の
家
族
、
医

療
関
係
者

費
用
無
料

黯

飭
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千

葉

県
支
部
・
村
山

酋
0
4
7
4

-
5
1
-
5
5
8
1
番

5
月
1
9一
日

～
7

月
2
8
日

の

毎

週
水

曜
日
(
全
十

二

回
)
、

午

後

6
時
3
0
分
~
8

時
3
0
分

会

場

勤
労

会

館

対

象
市

内
在

住

・

在
勤

の

勤

労

者
(
初

心

者
)
・

八

十
人
(
多

数
の

場

合

は

抽
選
)

費
用

無
料

惠
4
月
1
2
日
囲
(
消
印
有
効
)
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏

名

・

年
齢

・

電

話
番

号

・

勤

務

先

・
教

室

名
(

エ
ア

ロ

ビ

ク

ス
)

を

明

記
し

て

、

〒
一
…
J松

戸

市

根
本

三
八

七

―
五

松

戸

市

役

所

商
工

課

労
政

係

へ

ふ
れ
あ
い
教
室
(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)

講
座
・
講
演

春

の

陶

芸

一

日

教

室

4
月
1
2日
㈲
午
前
9

時
3
0分

か
ら
の

部
と
午
後
2
時
か
ら
の

部
(
都
合
の
よ
い

方
一
回
)

会

揚
陶
松

費
用
五
百
円
(

陶
土

・
焼
き
代
別
)

定
員
各
回
十

二
人

覬
縄
文
土
器
を
作
る
会
・
小
堀

四
6
8
-
7
7
2
6
番

H
R

・

松

戸

話

し

方

教

室

4
月
1
5日
困
~
6

月
1
0日
困

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
(
4

月
2
9

日
を
除
く
)
、
午
後
6

時
3
0分
~

8
時
5
0分

会
揚
市
民
劇
場

費
用
六
千
円

講
師
元
千
葉
大

教
授
・
金
光
達
太
郎
氏
ほ
か

蠢
田
村
四
4
5
-
8
1
5
0
番

さ

わ

や

か
(
I

ト

ち

ば

ク

ル

ー

ズ

セ

ミ

ナ

ー

1
0月
1
4日
困
~
2
3日
出
9

泊

1
0日

派
遣
先
中
華
人
民
共
和

国

費
用
五
万
円

対
象
昭
和

3
9
年
4
月
1
日
～
4
8
年
1
0
月
1
4

曰
に
生
ま
れ
た
県
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者

醋
千

葉
県
教
育
庁
生
涯
学
習
部

社
会
教
育
課
青
少
年
教
育
係
・
1

0
4
3
-
2
2
3
1
4
0
7
0

番

婦

人
週

間
記

念
講
演

会

「
女

と
女

の

素
敵

な
出

会

い
I

私

は
私

ら
し

く
生

き
た

い
」

4
月
1
0日
出
午
後
1

時
3
0分

~
3
時
3
0分

会
場
婦
人

会
館

講
師
日
本
女
性
学
会
会
員
・
船

橋
邦
子
氏

費
用
無
料

定
員

先
着
七
十
五
人
(

二
歳
以
上
八

入
ま
で
の

保
育
あ
り
)

匣
電
話
で

婦
人
会
館
四
6
8
-
5

7
7
0

番
へ

市

制

五

十

周

年

記

念

T
E
P
C
O

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

講

演

会

5
月
1
3日
困
午
後
1
時
3
0分

～
3
時

会
場
市
民
会
館

テ

ー
マ
面
白
大
国
二
ッ
ポ
ン
(
日
米

比
較
文
化
論
)

講
師
ケ
ン
ト

ー
ギ
ル

バ
ー
ト
氏

費
用
無
料

匣
4

日
2
0日

㈹
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
(
一
人
一
枚
)
に

住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市

上

本
郷
三
-
四
三
三
〇
東
京
電

力
㈱
松
戸
営
業
所
「
T
E
P
C

O
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
講
演
会
」
係

へ黯
五
十
周
年
準
備
室

おはなしキャラバン 戸 定 歴 史 館

松戸駅市民ギャラリー

※
費
用
…
無
料

で

ん
わ
お
は
な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン

四
6
3
-
9
9
9
9
番

残
市
立
図
書
館

窟
J
-
5
1
1
5

番

※
4
月
か
ら
新
し

く
、
お
は
な
し

会
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

★
5
/
3

は
午
前
1
1
1
1

一
時
~
正
午

7
刪

6
困

5
/
3
吩

2
3宙

4
/
2
2困

期

日

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー

2
1世
紀
の
森
と
広
場

★

図
書
館
本
館

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

会

場

弘太9Ｅ３ 対
象

皿Ｅ３作
時
間

キ
ャ
ラ
バ
ン

お
は
な
し
会

内

容

期 間 内 容

4/18( 日)まで 通常展示

※月曜 日 は休 館。展示 室 のみ4/20~24 休館。

入 館時 間 …午 前9 時30 分~ 午 後4 時30 分

入 館料 … 大 人60 円 ・ 高大生40 円 ・ 小中学 生20 円

[固 戸定 歴 史館2562 ―2050 番

期 間 4/16R まで 4/17(1)~30宙 5/1c~14廊

東
土 曜ス ケッ チ

サ ー ク ル 展

市制施行50周年

記念ボツクスヒ
ル市作品展

サークルハーモニー

創 作 粘 土 人 形 展

西 翠書道会書作展
手づくりやきもの

陶 松 作 陶 展
寿 墨 会 展

惣]社会 教育課 成 人教育 係S66-7462 番

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………S66-0010 番
平日・午後5 時~翌朝午前9 時

休日と土曜日・午前9 時~翌朝午前9 時
◆夜間急病診療所…………………≫68-3756 番

衛生会館内・毎日午後8 時~午後11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……S65-3430 番

衛生会館内・午後8 時~11時
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取り戻したい澄んだ川

河川浄化のための標語 入選作品発表

毎年行われている「河川浄化の

ための標語」(江戸川を守る会松戸

支部が主催) の入選作品の発表が

ありました。

今年は、古ヶ崎南・新松戸西・

横須賀小の3校から、753点もの作

品の応募があり 、その中から最優

秀3 点、優秀6 点が決まりました。

最優秀作品は、縦45 ・横60cmの

看板にし、それぞれの学校近くに

設置されています。

川を愛する心、大切にしたいで

すね。
(左から) 最優秀の井上君、辻さ ん、佐 藤さ ん

松
戸
市
民
憲
章

私たち は、縄文 の昔より悠久とした時

の流れにはぐくまれた、この大地を郷土

とする松戸市民です。

私たち は、このまちを誇りとし、輝か

しい未来の実現と、 かけがえのない地球

と文明との 永遠の調和を求め、自らの責

任のもと、全市民共 通の願いとして、こ

こに松戸市民憲章を定めます。

1 。私たちは、自然をいつくし み、豊かな心を育てます。

1. 私たちは、共に助けあい、

健康で明るい社会を築き ます。

1. 私たちは、伝統を守り、新しい文化をはぐくみます。

1. 私たちは、郷土を愛し、

希望と活力にあふれるまちをつくります。

1. 私たちは、平 和を尊び、

広い視野をもつ国際人をめざ しま す。

平成5 年4 月1 日

入 選 作 品( 敬称略)

最

優

秀

賞

優

秀

賞

古ヶ崎南小6年 佐藤 京子 川をよごせば 心もよごれる すんだ心に すんだ川

新松戸西小5 年 辻 美奈枝 心がけ 小さな自然の第一歩

横須賀小5 年 井上 諒 川と人 二つふれあい 自然の美

古ケ崎南小6 年 宮坂めぐみ 江戸川 きれいにかがやけば 魚の笑顔もかがやくね

5年 伊藤 陽一 川で泳げる 遊べる 子供の願い

新松戸西小6 年 山田 志穂 鳥や貝 魚が住める 川づくり

刀5 年 伊藤 江里 きれいな川は みんなの心の 思いやり から

横須 賀小6 年 脇田由美子 これだけと そんなあなたが 川よごす

5年 斉藤 浩一 川の底見える坂川ぼくの夢

いぶきの広場に中華料理店が出張出前

できたてのチャーハンや焼きそ

ぱを障害を持つ人たちに食べても

らおうと、松戸中華料理同業組合

(会員17O人・吉田有全組合長)が、

3月17日、身体障害者通所授産施

設「いぶきの広場」(五香六実) に、

中華料理の出張出前を行いまし

た。

当日は13人の組合員が、材料な

どを持ち込み、通所者やその親な

ど100 人分の昼食に、腕をふるいま

した。

食堂のあちらこちらに、おいし

い笑顔があふれていました。

おいしさ

ありがとう

ト
イ
レ
に
困
っ
た
り
す
る
の
で
、

娘
(
知
子
さ
ん
)
と
外
食
す
る
機
会

は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

目
の
前
で
料
理
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
見
ら
れ
た
し
、
ぎ
ょ
う
ざ

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなたの撮ったスナップ 写真

(街の話題・身近な出来事など)

をお寄せく ださい。採用 の方に

は記念品を差し 上げ ます。

広報課

大谷口

若木 昭子さん 知子さん

発
明
品
で
楽
し
く
授
業
を

全日本発明展で入賞

羽 根 岳 雄 に

「
分
か
り
に
く
い
こ
と
を
、

分
か
り
や
す
い
よ

う
に
工
夫
し

て

、
目
で
見
え
る
よ
う
に
し
た

か
っ
た
の
で
す
」
と

、
牧
野
原

中
学
校
で
理
科
の

教
員
を
し
て

い

る
羽
根
岳
雄
さ
ん

。

羽
根
さ
ん
は
、「
第
五
十
一
回

全
日
本
学
生
児
童
発
明
く
ふ

う

展
・
第
四
十
一
回
全
日
本
教
職

員
発
明
展
」
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
実
験
器
を
出
品

、
教
職
員
の

部
で
入
選
し
た
。
通
産
大
臣
賞

を
含
め
、
四

回
目
の
入
賞
で
あ

る
。エ

ネ
ル

ギ

ー
変

換
実

験
器

は
、
模
型
用
の
小
型
モ
ー
タ
ー

と
テ

ー
プ
レ
コ

ー
ダ
ー
に
使
わ

れ
て
い
る
は
ず
み
車
を
利
用
し

て

、
電
気
エ

ネ
ル

ギ
ー
と
運
動

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
交
互
に
移
り

変

わ
る
様
子
や
、
羽
根
に
形
状
記

憶
合
金
を
利
用
し
た
水
車
を
使

っ
て
、
熱
か
ら
運
動
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
取
り
出
す
様
子
が
観
察
で

き
る
も
の
。

「
子
供
は
興
味
を
持
っ
た
こ

と
は
、
一
生
懸
命
勉
強
す
る
も

の
で
す
」
。
羽

根
さ
ん
は
、
強
要

す
る
こ

と
な
く

、
生
徒
が
夢
中

に
な
っ
て
取
り
組
め
る
よ

う
な

学
習
課
題
を
与

え
た
い
と
語
る
。

中
学
の
こ
ろ

は
「
バ
ク
ダ
ン
」

と
呼
ば
れ
て
い

た
。
火
薬
を
写

真
フ

ィ
ル
ム
の

ケ
ー
ス
に
入
れ

て
、
空
き
地
で

爆
発
実
験
を
し

た
こ

と
か
ら
付

け
ら
れ
た
あ
だ

名
だ
。

「
暇
さ
え
あ
れ
ば
い
つ
も
何

か
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
世
間

一
般
で
い
う
優
等
生
で
は
な
か

っ
た
で

す
ね
」
と
自
分
の
少
年

期
を
振
り
返
る
。

小
・
中
学
校
、
高
校
を
通
し

て
も
ら
っ
た
賞
状
は
、
理
科
の

研
究
発
表
の
も
の
一
枚
だ
け
。

で
も
、
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に

は
熱
病
の
よ
う
に
夢
中
に
な
っ

た
。
動
物
・
石
・
花
火
・
薬
品

な
ど
、
興
味
は
幅
広
い

。

大
学
で
は
動
物
生
理

学
を
学

ん
だ
。
教
育
実
習
で
の
手
ご
た

え
が
忘
れ
ら
れ
ず
教
職
に
。
ひ

ょ

う
ひ

ょ

う
と
し

た
風

ぼ
う

で

、
生
徒
の
間
で

も
人
気
が
高

い

。南
洋
の
孤
島
で
海
ガ
メ
と
暮

ら
す
の

が
夢
だ
っ
た
と
い
う
バ

ク

ダ
ン

先

生
は

、
現
在

、

大

学
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
だ
っ
た
奥

様
、
小
学
校
一
年
生
と
三
歳
に

な
る
息
子
さ
ん
、
そ
し
て
カ
メ

五
匹
と
同
居
中
で

あ
る
。

(
六
高
台
在
住
)

展示中のエネルギー変換実験器
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